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【写真】三番叟（香住区森）　
　但馬内で三番叟が残っているのは本町
のみで、香住区の一日市・香住・森・下浜・
訓谷・沖浦、小代区の新屋の 7箇所で伝
承されています。
　10 月 1 日、香住区森では、香住第一中

学校 2年の鶴原吉
よしたか

孝君が千
せん ざ い

歳、坪内陽平

君が翁
おきな

、青山和樹君が黒
く ろ き じ ょ う

木尉に扮して、

天下泰平・国家安穏を祈願し氏神に舞を
奉納しました。
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―
　

ふ
る
さ
と
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業　

―
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
を
心
の
糧
と
し
て

　

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
ど
の
よ
う
な
社
会
で
あ
っ
て
も
そ
れ
を

作
る
の
は
〝
人
〞
で
す
。
今
日
の
急
速
か
つ
激
し

い
社
会
変
化
に
対
応
す
る
た
め
新
し
い
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育

の
創
造
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
は
、

子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と

に
誇
り
を
も
ち
、
ふ
る
さ
と
を
心
の
糧
と
し
て

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
て
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
地
域
の
伝
統
芸
能
や
自
然
な

ど
を
学
ぶ
ふ
る
さ
と
教
育
を
重
要
施
策
の
一
つ

◆
ふ
る
さ
と
教
育

　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

①
ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会
＆
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ

　

フ
ォ
ー
ラ
ム

②
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
学
習
体

　

験
発
表

③
ふ
る
さ
と
香
美
町
い
き
い
き
教
室

④
ふ
る
さ
と
交
流
学
習

⑤
ふ
る
さ
と
た
ん
け
ん
マ
ッ
プ
の
製
作

⑥
社
会
科
副
読
本
の
製
作

⑦
地
域
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
文
化
い

　

き
い
き
教
室

⑧
ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座

⑨
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士
の
活
用

⑩
ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団
の
活
動

●
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会

　

教
育
委
員
会
で
は
各
種
団
体
の
選

任
に
よ
る
委
員
で
構
成
す
る
「
ふ
る

さ
と
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」

を
設
置
し
、
地
域
一
帯
の
ふ
る
さ
と

教
育
推
進
体
制
の
確
立
と
推
進･

啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、「
ふ
る
さ
と
教
育
応

援
団
」
と
「
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士
」

を
指
導
者
（
協
力
者
）
と
し
、
高
齢

者
の
知
恵
、
女
性
や
若
者
の
特
性
や

個
性
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団
の
結
成

　

4
月
27
日
、
村
岡
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
「
ふ
る
さ
と
教
育
応
援

団
」
の
結
成
の
集
い
を
開
催
し
、

11
の
組
織
が
ふ
る
さ
と
教
育
推
進

の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
応
援
団
は
、
主
に
学
校
、

地
域
住
民
、
公
民
館
、
P
T
A

な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
結
成
さ

れ
、
各
区
各
学
校
独
自
の
ふ
る
さ

と
教
育
推
進
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
や
地
域
の
ふ
る
さ
と
教
育

に
つ
い
て
の
情
報
を
交
換
し
、
連

携
強
化
を
図
り
ま
す
。

  ●
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士　

　

町
内
の
人
物
、
自
然
、
歴
史
、
伝

統
文
化
、
産
業
、
観
光
な
ど
に
詳
し

い
人
で
、
本
年
度
は
、
香
住
区
14
名
、

村
岡
区
22
名
、
小
代
区
14
名
、
計
50

名
が
登
録
さ
れ
、
学
校
の
ふ
る
さ
と

学
習
や
公
民
館
講
座
な
ど
の
講
師
（
語

と
し
て
進
め
て
い
ま
す

　

今
年
4
月
か
ら
「
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
進
め
る
た
め
、
「
ふ
る
さ
と

教
育
応
援
団
」
を
設
置
し
、
「
ふ
る
さ
と
も
の
し

り
博
士
」
へ
の
登
録
な
ど
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
各
小
中
学
校
単
位
で
地
域
の

皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
独
自
の
ふ
る
さ

と
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
区
で
ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座
な
ど

も
開
催
し
、
全
町
的
に
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を

高
め
て
い
く
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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本
年
度
、
新
た
に
組
織
し
た
「
ふ

る
さ
と
教
育
応
援
団
・
ふ
る
さ
と
も

の
し
り
博
士
」
や
ふ
る
さ
と
教
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
等
の
実
践
を
踏
ま

え
て
、
そ
の
成
果
と
課
題
を
明
ら
か

に
し
、
次
年
度
へ
の
方
向
付
け
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
『
ふ
る
さ
と
教
育

交
流
会
＆
P
T
C
A
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

を
開
催
し
ま
す
。

第
一
部 

実
践
発
表　

　
　

司
会　

ふ
る
さ
と
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

西
内
一
博

○
小
代
ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団

「
学
校･

家
庭･

地
域
一
体
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

　

発
表
者　

小
代
小
学
校　
　
　

教
頭　

中
村
逸
男

○
ふ
る
さ
と
香
美
町
い
き
い
き
教
室

「
山
と
海
の
『
ふ
る
さ
と
交
流
学
習
』
を
通
し
て
」

　

発
表
者　

余
部
小
学
校　
　

校
長　

上
田
富
久
雄 

○
ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座

「
各
中
央
公
民
館
の
連
携
講
座
と
し
て
」

　

発
表
者　

村
岡
区
中
央
公
民
館　

館
長　

山
本
裕
彦

○
地
域
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
文
化
い
き
い
き
教
室

「
香
住
地
区
公
民
館
の
体
験
活
動
」

　

発
表
者　

香
住
地
区
公
民
館　

主
事　

田
中
一
行

○
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士

「 

老
人
ク
ラ
ブ
と
子
ど
も
会
の
交
流
学
習
」

　

発
表
者　

ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士　

西
村　

寿

第
二
部 

意
見
交
換　

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

香
美
町
教
育
委
員
会　
　
　
　

参
事　

森
脇
俊
晴

○
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
教
授　

尾
崎
公
子

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会　

但
馬
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　

主
幹
兼
教
育
推
進
課
長　

沖
野
龍
之

ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
つ
青
少
年
を
育
成
す
る
た
め
に
、
今
私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
・
・
・

  

ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会
＆

P
T
C
A
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時　

11
月
19
日
（
日
）
14
時
〜
16
時
ま
で
（
13
時
30
分
受
付
開
始
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

場
所　

村
岡
体
育
館
（
村
岡
区
村
岡　

村
岡
地
域
局
横
）

り
部
）
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座

　

今
年
新
た
に
中
央
公
民
館
の
連
携

講
座
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
年
６
回

行
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
感
動
体
験

が
好
評
で
す
。
香
住
区･

村
岡
区･

小
代
区
の
中
央
公
民
館
が
各
２
回
、

地
元
の
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士
を

講
師
に
招
い
て
自
然
や
歴
史
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
第
１
回
「
江
戸
時
代

の
村
岡
の
歴
史
を
学
ぶ
」、第
２
回
「
香

住
区
下
浜
の
歴
史
文
化
遺
産
や
足
跡

化
石
を
見
学
」、
第
３
回
「
妙
見
山
登

山
・
三
重
塔
・
名
草
神
社
を
見
学
」、

第
４
回
「
小
代
牛
と
前
田
周
助
・
内

倉
山
と
朝
倉
高
清
」、
第
５
回
「
帝
釈

寺
と
歴
史
文
化
遺
産
」、
第
６
回
「
古

代
体
験
の
森　

７
千
年
前
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
探
検
マ
ッ
プ　

　

町
内
の
集
落
、
山
、
川
、
島
な
ど

の
名
称
の
ほ
か
、
各
種
名
所
、
文
化

財
、
伝
統
芸
能
な
ど
を
紹
介
し
た
地

図
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ふ

る
さ
と
に
興
味
を
持
ち
、
自
ら
発
見

し
た
地
域
の
〝
宝
〞
を
自
由
に
書
き

込
む
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
研

究
に
活
用
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
町

内
全
小
中
学
校
で
配
布
し
ま
し
た
。

●
ふ
る
さ
と
交
流
学
習　

　

今
年
、
新
た
に
山
の
学
校
と
海
の

学
校
が
互
い
の
地
域
の
魅
力
を
学
ぶ

「
ふ
る
さ
と
交
流
学
習
」
が
、
余
部
小

学
校
と
小
代
小
学
校
と
で
始
ま
り
ま

し
た
。
一
学
期
に
は
小
代
小
学
校
が

余
部
鉄
橋
を
見
学
し
、
二
学
期
に
は

余
部
小
学
校
が
但
馬
牛
の
放
牧
の
見

学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

 

実
践
！
体
感
！

　

ふ
る
さ
と
教
育
を
通
じ
、

　
　
　
　

人
と
人
と
の
交
流
を

　

ふ
る
さ
と
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
の
代

表
で
但
馬
地
域

教
育
推
進
会
議

の
美
方
郡
小
委

員
会
の
委
員
長

で
も
あ
る
西
内
一
博
さ
ん
（
香
住
区
香
住
）

は
「
語
り
部
や
体
験
講
座
な
ど
、
現
地
を

歩
き
自
分
の
目
で
見
て
、
手
で
触
っ
て
、

実
際
に
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
教
育
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
交

流
を
深
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
ふ
る
さ

と
教
育
の
重
要
さ
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
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―
　

幹
線
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進　

―

　

山
・
川
・
海
の
豊
か
な
自
然
を
持
つ
香
美
町

に
と
っ
て
、
松
葉
ガ
ニ
・
但
馬
牛
な
ど
の
特
産

品
や
夏
の
海
水
浴
・
冬
の
ス
キ
ー
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
を
生
か
し
た
観
光
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
中
で
、
幹
線
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

●
地
域
高
規
格
道
路
「
余
部
道
路
」

　

余
部
道
路
は
地
域
高
規
格
道
路

「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」（
延
長

１
２
０
㎞
）
の
一
区
間
と
し
て
、
平

成
11
年
12
月
に
整
備
区
間
の
指
定
を

受
け
、
事
業
化
さ
れ
た
自
動
車
専
用

道
路
で
す
。
こ
の
道
路
は
、
平
成
17

年
3
月
に
供
用
開
始
さ
れ
た
香
住
道

路
と
と
も
に
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
道

路
幅
が
狭
い
国
道
１
７
８
号
の
バ
イ

パ
ス
と
し
て
、
冬
季
の
安
全
で
円
滑

な
交
通
を
確
保
し
、
地
域
産
業
・
経

済
活
動
を
支
え
る
重
要
な
道
路
で
す
。

　

現
在
、
平
成
23
年
春
の
供
用
開
始

を
目
指
し
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
国
道
9
号
笠
波
峠
ト
ン
ネ
ル
化

　

国
道
9
号
は
、
近
畿
と
九
州
を
結
ぶ

山
陰
の
幹
線
道
路
で
す
。
冬
季
の
安
全

で
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
を
図
る
た

め
、
笠
波
峠
除
雪
拡
幅
事
業
と
し
て
整

備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

▲親子遠足で余部道路の船越トンネル掘削現場を見学した香住区柴山幼稚園のみなさん

  
道
路
が
で
き
る
、
ぼ
く
た
ち
の
夢
も
広
が
る

整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
国
、
県
道
を
中
心

に
早
期
実
現
に
向
け
て
一
層
の
取
り
組
み
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

に
は
、
村
岡
区
日
影―

黒
田
間
の
ト

ン
ネ
ル
化
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
道
路
改
良
予
定
箇
所
の
法

務
局
と
の
協
議
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
調
整
が
終
わ
り
次
第
用
地
買
収

に
入
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
主
要
地
方
道
（
県
道
）
香
住
村
岡
線

　

大
乗
寺
バ
イ
パ
ス

　

町
内
を
縦
貫
す
る
県
道
香
住
村
岡
線

の
大
乗
寺
バ
イ
パ
ス
は
、
香
住
区
森
か

ら
三
谷
ま
で
の
延
長
３
・
２
㎞
を
整
備

す
る
計
画
で
す
が
、
こ
の
区
間
の
う
ち

森
か
ら
加
鹿
野
ま
で
の
１
・
７
㎞
は
一

期
工
事
と
し
て
平
成
24
年
度
完
成
を
目

標
に
、
現
在
、
道
路
と
橋
梁
の
設
計
を

し
て
お
り
、
今
後
用
地
買
収
を
し
て
い

く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
主
要
地
方
道
（
県
道
）
香
住
村
岡
線

　

境
バ
イ
パ
ス

　

村
岡
区
境
か
ら
山
田
ま
で
の
約

１
・
８
㎞
の
道
路
を
整
備
す
る
計
画

で
す
が
、
本
年
度
事
業
認
定
を
受
け
、

今
後
は
道
路
と
橋
梁
の
設
計
を
し
、

来
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
国
道
４
８
２
号 

大
谷
バ
イ
パ
ス

　

小
代
区
内
を
縦
貫
す
る
国
道

４
８
２
号
の
城
山
付
近
か
ら
忠
宮
間

の
バ
イ
パ
ス
道
路
と
し
て
大
谷
バ
イ

パ
ス
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
概
略

ル
ー
ト
が
決
定
し
、
現
在
測
量
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
に
は
県
の

事
業
認
定
を
受
け
、
測
量
設
計
な
ど

を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
国
道
４
８
２
号 

長
板
バ
イ
パ
ス

　

国
道
9
号
か
ら
小
代
方
向
へ
の
入

り
口
の
長
板
地
区
で
、
現
在
国
道

４
８
２
号
の
長
板
バ
イ
パ
ス
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
春

に
開
通
の
予
定
で
す
。
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●町道香住港湾線自歩道整備
　香住区香住の水産事務所
付近から七日市までの間に
ついて、一部既に海側の歩
道の工事が終わっています
が、現在、車道と住宅側の
歩道工事に取りかかってい
ます。今年度の工事予定区

間は、水産事務所付近から香住警部派出所の海側交
差点付近までの間 325 ｍ、池田川橋梁架け替えとそ
の付近の海側 60 ｍを予定しています。

●町道山手若松線道路改良
　山手若松線
は、香住バイパ
スから JR をく
ぐって香住病院
に至る町道です
が、現在、測量
と設計を行って

います。また、JR部分の工事につきまし
ては、JRに工事の施工を委託する予定で
現在協議を重ねており、年内に着工まで
の準備を委託する予定にしています。

●町道香住中学校北線ほか床板橋嵩上げ
　森谷川に架かっています橋
の嵩上げ工事につきましては、
香住中学校北線第１号橋の工
事は既に完成しました。また、
さらに下流の下岡香住線第３
号橋につきましても年内完成
の予定です。

●境バイパス

●町道和佐父線道路改良
　町道和佐父線の道路改良
につきましては、道路の幅
員が狭小となっている才ノ
谷橋付近を整備中ですが、
来年３月中には工事が完了
の予定です。

●国道 9号笠波峠のトンネル化

●町道野間谷線道路改良

　野間谷線の道路改良とし
て、右岸側は工事を完了して
いますが、今年度は、主に新
野間谷橋左岸側の橋台の工
事を予定し、既に業者発注を
終え現地に入る準備を進め
ています。

●国道 482 号大谷地内の現状
　歩道がな
く、住宅が
道路に近接
しており通
行上危険を
伴っている
現状。

●町道熊波前田線道路改良   

　熊波集落内の道路整備とし
て実施していました熊波前田
線の道路新設工事は９月に既
に完成しました。今後集落内
の連絡道路として有効利用が
期待されています。

●町道川会丸味線道路改良
　町道川会丸味線の道路改良
は、道路幅員が狭小でカーブ
しており見通しが悪い箇所の
線形改良工事を行なうことと
し、既に９月に業者発注を終
え現在工事に取りかかってい
ます。

●大乗寺バイパス

●町道余部御崎線災害防除
　余部御
崎線の落
石等の危
険箇所に
つきまし
て、災害
防除工事
を９月末
に業者発

注しました。この工事は、２
箇所で約９０ｍの間の落石防
止工事ですが、年内完成を目
標にまもなく工事に取りかか
ります。

香住区

村岡区

●鳥取豊岡宮津自動車道路「余部道路」　

←　余　  部  　道 　路　　→

●国道 482 号長板バイパス
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こ
の
事
業
は
、
町
の
合
併
を

記
念
し
町
民
の
一
体
感
を
は
ぐ

く
む
こ
と
を
目
的
に
、
矢
田
川

を
は
じ
め
と
す
る
町
内
主
要
河

川
沿
い
な
ど
に
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
手
で
桜
を
植
栽
し
て
い
た

だ
き
、
美
し
い
並
木
を
形
成
し

て
い
こ
う
と
、
昨
年
に
引
き
続

き
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
５
０
０
本

　

基
準
日
の
10
月
28
日
に
は
、
香

住
区
の
小
原
、
村
岡
区
の
長
板
、

小
代
区
の
新
屋
の
３
ヵ
所
で
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。今
年
は
、

矢
田
川
を
は
じ
め
、
香
住
区
で

５
ヵ
所
、
村
岡
区
で
11
ヵ
所
、
小

代
区
で
７
ヵ
所
の
計
23
ヵ
所
（
左

図
の
と
お
り
）で
植
栽
が
行
わ
れ
、

延
べ
6
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
オ
オ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
を
は
じ
め
約
５
０
０
本
の

植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
一
体
と
な
っ
て

　

10
月
28
日
の
基
準
日
を
中
心
に

今
年
も
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
ま
さ
に
町
民
一
丸
と

　

今
年
は
、
10
月
28
日
を
基

準
日
と
し
て
、
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
て
河
川
沿
い
以
外
の
場

所
も
対
象
と
し
、
桜
以
外
の
樹

種
も
含
め
約
５
０
０
本
が
植

栽
さ
れ
、
昨
年
と
合
わ
せ
て

１
０
０
０
本
の
植
樹
を
終
え
ま

し
た
。

な
っ
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し

た
。「
ま
ち
づ
く
り
は
、
人
づ
く

り
か
ら
」
の
考
え
に
基
づ
き
、
皆

さ
ん
に
自
ら
植
え
て
い
た
だ
き
、

そ
し
て
育
て
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
心
豊
か
な
人
間
形
成
を
目
指

し
、
も
と
も
と
美
し
い
景
観
を
持

つ
香
美
町
が
、
さ
ら
に
花
い
っ
ぱ

い
の
美
し
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
く

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
は
今
年
10
月
１
日
に

決
定
し
た
町
花
の
一
つ
で
も
あ

り
、
キ
ラ
リ
と
光
る
町
の
具
体
的

な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
こ
の
桜
つ

つ
み
街
道
に
満
開
の
花
が
咲
き
並

ぶ
日
が
待
ち
遠
し
い
も
の
で
す
。

―
　

矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事
業　

―

 
美
し
い
山
・
川
・
海　

町
民
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
築
き
上
げ
る
桜
街
道

▲ 10 月 28 日村岡区長板で

　但馬では唯一の選抜入りを果
たした長瀬さん（小代区水間）
は、身長が現在１８０ｃｍ。小
学校時代に野球とサッカーで体
を鍛え、中学校に入ってからバ
レー部に入部、身長を生かし
チームに大きく貢献してきまし
た。９月末から、選抜チームの
練習に参加するため週末に京阪

神へ通っています。「バレーボールを通して、ひとり
のミスもみんなでカバーするというチームプレーの
大切さを学びました。レギュラー出場を目指し頑張
ります」と抱負を語ってくれました。

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ　第２０回全国都道府県対抗中学バレーボール大会

兵庫県選抜チーム入り　小代中３年　長瀬優也くん
　稲葉さんは、13 回目の連続
出場となったこの大会で、200m
メドレーと 50m 自由形の 2 種
目に出場し、どちらも準優勝を
成し遂げました。
　「順位はともかく、昨年より
もメドレーのタイムが 2.5 秒短
縮できたことに満足していま
す」とレースを振り返る稲葉さ

んは、漁船員だった昭和 61 年に操業中の事故で右
手の指を 4本失い、長期治療を克服された後、平成
元年から本格的に競泳を始められ、現在では練習の
傍ら、地元の子どもたちに水泳を教えるなど、スポー
ツの振興にも力を注いでおられます。

第 23 回　日本身体障害者水泳選手権大会

2種目 2位　香住区一日市　稲葉馨さん（59才）
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香　住　区
平成 17 年度 7ヵ所 160 本
平成 18 年度 5ヵ所 175 本

計 12 ヵ所 335 本

･･･  平成１７年度植栽箇所
･･･  平成１８年度植栽箇所

村　岡　区
平成 17 年度 8ヵ所 190 本
平成 18 年度 11 ヵ所 165 本

計 19 ヵ所 355 本

小　代　区
平成 17 年度 8ヵ所 150 本
平成 18 年度 7ヵ所 160 本

計 15 ヵ所 310 本
▲平成 18 年度村岡区長板にて

▲平成 18 年度小代区新屋にて

▲平成 18 年度香住区小原にて



委
員
会
委
員 

村
瀬

佐
太
美
氏
は
、
セ
ミ

ナ
ー　

「
日
本
の
近

代
化
を
支
え
た
橋
と

余
部
鉄
橋
」
の
中
で
、
全
国
の
特
色

あ
る
鉄
橋
の
紹
介
を
通
し
、
鉄
橋
が

そ
の
時
代
の
経
済
的
背
景
や
歴
史
を

語
る
重
要
な
資
産
で
あ
る
こ
と
を
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
関
西
大
学

工
学
部
都
市
環
境
工

学
科
教
授
の
坂
野
昌

弘
氏
が
、「
鋼
橋
の

耐
久
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
鉄
橋

の
材
質
的
・
技
術
的
な
情
報
が
、
現

代
そ
し
て
将
来
の
橋
梁
建
設
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

●
会
場
展
示
な
ど

　

特
別
写
真
展
「
餘
部
浪
漫
」（
広

田
尚
敬
氏
、
服
部
敏
明
氏
）
を
は

じ
め
、
建
設
当
時
の
設
計
図
・
工

事
記
録
写
真
展
示
、
余
部
小
学
校

全
児
童
制
作
の
鉄
橋
の
大
絵
画
、

余
部
鉄
橋
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

 
【
余
部
鉄
橋
架
替
記
念
事
業
】「
全
国
鉄
橋
サ
ミ
ッ
ト
」・「
鉄
橋
工
学
の
集
い
」
を
開
催

鉄
橋
が
持
つ
よ
さ
を
高
め
、
今
後
一
層
鉄
橋
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

8

　

余
部
鉄
橋
の
有
終
を
刻
む
べ
く
、鉄
橋
架
替
記
念
事
業
と
し
て
、10
月
21
日
に
「
全
国
鉄
橋
サ
ミ
ッ
ト
」、

22
日
に
「
鉄
橋
工
学
の
集
い
」
を
香
住
区
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

●
全
国
鉄
橋
サ
ミ
ッ
ト　

「
鉄
橋
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

・
齋
藤
町
長
（
福
島
県
三
島
町
）

「
生
活
路
線
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

観
光
面
で
も
重
要
視
し
、
鉄
道
と
川

が
生
み
出
す
四
季
の
風
景
を
利
用

し
、
近
隣
５
町
で
協
力
し
６
年
前
か

ら
毎
年
Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ
て
い
る
。
ま

た
、
鉄
道
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
夢
や
教
育
の
場
と

な
り
得
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
小
さ

な
機
関
車
を
走
ら
せ
た
い
」

・
竹
内
市
長
（
東
京
都
青
梅
市
）

「
大
量
輸
送
機
関
の
便
利
さ
を
生
か

し
た
い
。
駅
前
の
ビ
ル
に
中
央
図
書

館
と
温
泉
を
建
設
す
る
構
想
が
あ

る
。
ま
た
、
奥
多
摩
の
ハ
イ
キ
ン
グ

客
が
帰
り
に
温
泉
に
入
る
こ
と
も
期

待
し
て
い
る
」

・
浅
尾
収
入
役
（
熊
本
県
南
阿
蘇
村
）

「
平
成
22
年
ま
で
に
熊
本
ま
で
新
幹

線
が
開
通
す
る
。
Ｊ
Ｒ
と
第
３
セ
ク

タ
ー
の
南
阿
蘇
鉄
道
を
結
び
た
い
。

線
路
と
道
路
を
走
る
デ
ュ
ア
ル
・

モ
ー
ド
・
ビ
ー
ク
ル
（
Ｄ
・
Ｍ
・
Ｖ
）

を
導
入
し
、
観
光
地
を
巡
る
構
想
を

考
え
て
い
る
。
の
ん
び
り
く
つ
ろ
い

で
も
ら
え
る
ス
ロ
ー
な
阿
蘇
づ
く
り

を
提
唱
し
、
絵
本
に
出
て
く
る
よ
う

な
美
し
い
南
阿
蘇
村
を
目
標
に
観
光

日
本
一
を
目
指
し
ま
す
」

・
藤
原
町
長
（
香
美
町
）

「
余
部
の
谷
全
体
の
中
で
、
鉄
橋
と

周
囲
の
景
色
と
が
大
き
な
絵
に
な
っ

て
い
る
。
鉄
橋
を
中
心
と
す
る
四
季

折
々
の
変
化
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
一

世
紀
近
い
余
部
鉄
橋
の
偉
大
さ
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
一
部
を
残

す
と
と
も
に
、
記
念
館
も
建
設
し
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
、
現
余
部
鉄
橋

と
新
余
部
橋
梁
の
両
方
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

・
上
羽
氏
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

「
鉄
橋
は
、
単
に
交
通
機
関
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
心
の
領
域
に
働
く
何
か
が

あ
る
。
そ
れ
は
ロ
マ
ン
や
心
の
ゆ
と
り

で
あ
り
、
鉄
橋
の
持
つ
文
化
的
側
面
が

心
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
定

コーディネーター
神戸学院大学客員教授
　　　　　　上羽慶市氏

福島県三島町
　　　　　齋藤茂樹 町長

熊本県南阿蘇村
　　　　浅尾守光 収入役

東京都青梅市　
　　　　　竹内俊夫 市長

鉄道は、
子どもたちに夢を与える

鉄橋とともに
観光日本一を目指して

昔も今も都心と奥座敷を結ぶ、
大量輸送機関としての活用を

現鉄橋と新橋梁、
２つを生かしたまちづくり

香美町
　　　　　藤原久嗣 町長

時
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
余
部
鉄
橋
が

第
一
級
の
近
代
土
木
遺
産
と
し
て
、
地

域
振
興
に
つ
な
が
る
観
光
資
源
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
生
か
さ
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
期
待
し
ま
す
」

●
２
０
０
６
鉄
橋
宣
言

「
約
１
世
紀
に
も
お
よ
ぶ
余
部
鉄
橋

の
歴
史
を
ふ
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま

ち
の
『
鉄
橋
』
が
持
つ
良
さ
を
さ
ら

に
高
め
、
ま
た
そ
の
価
値
を
後
世
に

伝
え
な
が
ら
、
と
も
に
連
帯
し
、
今

後
一
層
『
鉄
橋
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
』
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
こ

と
を
、
こ
こ
に
宣
言
い
た
し
ま
す
」

●
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー

・
全
国
鉄
橋
サ
ミ
ッ
ト
基
調
講
演

　

東
京
学
芸
大
学
名

誉
教
授
（
元
鉄
道
史

学
会
会
長
）
の
青
木

栄
一
氏
が
、
余
部
鉄

橋
の
建
設
工
事
が
地
理
的
・
技
術
的

に
い
か
に
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
か

を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

・
鉄
橋
工
学
の
集
い

　

元
国
鉄
職
員
の
下

田
英
郎
氏
と
尾
形
貢

氏
が
余
部
鉄
橋
の
建

設
秘
話
や
日
本
海
の

厳
し
い
自
然
環
境
の

中
に
立
つ
余
部
鉄
橋

を
支
え
続
け
た
〝
繕

い
ケ
レ
ン
（
塗
膜
の

維
持
）〞
の
作
業
員
の
懸
命
な
努
力

な
ど
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
兵
庫
県
近
代
化
遺
産
総
合
調
査

鳥取市の福田将夫氏が６年がかり
で製作した余部鉄橋のジオラマ



　

香
美
町
フ
ェ
ス
タ
・
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
・
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
派
遣

　

都
市
に
向
け
て
香
美
町
を
Ｐ
Ｒ
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●
香
美
町
フ
ェ
ス
タ

　

山
・
川
・
海
が
一
体
と
な
っ
た
香

美
町
の
魅
力
を
都
市
住
民
に
発
信
す

る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
香
美

町
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

香
美
町
誕
生
2
年
目
と
な
る
今
年

は
、
旧
美
方
町
時
代
か
ら
20
数
年
に

わ
た
り
交
流
し
て
い
る
尼
崎
市
の
市

民
祭
り
（
10
月
21
日
、
22
日
）
に
参

加
し
ま
し
た
。
カ
ニ
を
は
じ
め
と
す

る
魚
介
類
、
但
馬
ビ
ー
フ
、
新
鮮
野

菜
な
ど
の
特
産
品
販
売
や
香
住
区
の

天
神
破
魔
太
鼓
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

な
ど
を
通
し
て
、
尼
崎
の
皆
さ
ん
に
、

３
町
が
合
併
し
さ
ら
に
魅
力
が
増
し

た
香
美
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

▲ステージ上の尼崎市長と藤原町長

▲海産物を求めて！

▲とちもちや新鮮野菜を求めて！！！

▲但馬ビーフを求めて！！

●
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ　

平
成
13
年
か
ら

尼
崎
市
の
阪
急
塚

口
駅
前
の
さ
ん

さ
ん
タ
ウ
ン
３
番

街
地
下
1
階
に
常

設
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
開
店

し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
ふ
る
さ
と

交
流
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
委
託
事

業
と
し
て
、
香
美

町
観
光
連
絡
協
議

会
へ
委
託
し
、
地

域
特
産
品
の
販
路
拡
大
・
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

今
年
10
月
か

ら
は
、
毎
週
金
曜
日
に
新
鮮
な
魚
介
類
や
農

産
物
な
ど
を
即
日
入
荷
・
即
日
販
売
す
る
〝
香

美
町
『
金
曜
市
』〞
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
●
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
派
遣

　

冬
期
の
観
光
客
誘
致

と
「
祝
！
か
す
み
松
葉

ガ
ニ
初
せ
り
ま
つ
り
」・

「
か
す
み
カ
ニ
場
ま
つ

り
」
な
ど
の
観
光
行
事

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
香
住
観
光
協
会
が
中
心

と
な
り
、
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
派
遣
し
ま

し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
四
国
・
岡
山
方
面
、

さ
ら
に
本
年
度
は
福
山
、
高
知
に
行
き
、
Ｊ

Ｒ
の
駅
な
ど
で
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ほ

か
、
現
地
の
県
庁
、
市
役
所
、
マ
ス
コ
ミ
、

旅
行
社
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

明
治
45
年
か
ら
一
世
紀
近
く
働
き
続

け
る
余
部
鉄
橋
。
高
さ
41
ｍ
、
長
さ
311

ｍ
の
ト
レ
ッ
ス
ル
式
鉄
橋
は
、
観
光
資

源
と
し
て
、
近
代
土
木
遺
産
と
し
て
優

れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
鋼
材
を
船
で
運
び
、

丸
太
を
継
ぎ
足
し
た
足
場
で
組
み
立
て

る
と
い
う
大
工
事
で
完
成
し
た
余
部
鉄

橋
は
、
そ
の
維
持
管
理
に
あ
た
っ
て
も
、

海
か
ら
の
潮
風
に
よ
る
サ
ビ
と
の
闘
い

で
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
ま
で
続
い
た
「
橋
守
」

の
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
努
力
で
、
今
日

ま
で
持
ち
こ
た
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
当
初
か
ら
取
り
替
え
て
い

な
い
支
柱
の
老
朽
化
は
ひ
ど
く
、
こ
の

度
の
定
時
性
確
保
の
た
め
の
防
風
壁
設

置
に
は
、
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

残
念
な
が
ら
、
年
間
250
本
に
及
ぶ
運

休
・
遅
延
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
新
し

い
鉄
橋
に
架
け
替
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
人
た
ち
に
深
い
愛
着
を
持
た

れ
て
い
る
余
部
鉄
橋
、
い
ま
、
来
春
か

ら
の
工
事
開
始
を
前
に
、
連
日
の
多
く

の
観
光
バ
ス
を
見
る
に
つ
け
、
改
め
て

人
々
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

間
も
な
く
新
し
い
橋
梁
へ
の
架
け
替

え
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、
こ
の
偉
大
さ

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、「
全
国
鉄

橋
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
そ

の
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
ん
に
ち
は　

町
長
で
す

 

余
部
鉄
橋
の
有
終
を
刻
む

香
美
町
長
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す
で
に
4
月
か
ら
一
部
変
更
に
な
っ
て
い
る
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
10
月
か
ら
完
全
施
行
と
な
り
、
居

宅
介
護
、
短
期
入
所
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
障
害
程

度
区
分
の
認
定
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
者
負
担
は
、
本
年
4
月
か
ら
原
則
1
割
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
利
用
申
請
か
ら
支
給
決
定
ま
で
の
流
れ

①
障
害
程
度
区
分
認
定
調
査
（
１
０
６
の
調
査
項
目
、
う
ち
79
項
目
は
介

　

護
保
険
と
同
じ
項
目
で
す
）

②
一
次
判
定
（
調
査
結
果
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
判
定
し
ま
す
）

③
二
次
判
定
（
審
査
会
は
７
人
の
委
員
で
構
成
し
、
一
次
判
定
結
果
、
医

　

師
意
見
書
等
に
よ
り
、
障
害
程
度
区
分
（
区
分
1
〜
6
）
及
び
有
効
期

　

間
（
最
長
3
年
）
の
審
査
を
行
い
ま
す
）

④
障
害
程
度
区
分
の
認
定

⑤
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
の
聴
き
取
り

⑥
支
給
決
定

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課　
　
　

 　

   

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

　

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課　
　
　

 　
　

℡

０
７
９
６
・
94
・
０
３
２
１

   

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課 　
　
　
　

   

℡

０
７
９
６
・
97
・
３
１
１
１

 
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
し
た

 

補
装
具
と
日
常
生
活
用
具
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
18
年
10
月
か
ら
補
装

具
及
び
日
常
生
活
用
具
の
支
給
制
度
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
し
た
。

１
、
補
装
具
及
び
日
常
生
活
用
具
の
購
入
に
か
か
る
利
用
者
負
担
は
、

　

こ
れ
ま
で
は
世
帯
員
の
所
得
税
額
の
合
計
に
よ
り
決
め
ら
れ
て
お
り

　

ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
原
則
と
し
て
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

○
低
所
得
の
方
に
配
慮
し
た
負
担
軽
減
（
月
額
負
担
上
限
額
）
が　

　

設
け
ら
れ
ま
す
。

　

・
生
活
保
護
世
帯
の
方
・
・
・
0
円

　

・
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
年
収
が
80
万
円
以
下
（
障
害
基
礎
年
金
２

　
　

級
相
当
）
の
方
・
・
・
１
万
５
０
０
０
円

　

・
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
・
・
・
２
万
４
６
０
０
円

　

・
町
民
税
課
税
世
帯
の
方
・
・
・
３
万
７
２
０
０
円

　

※
障
害
者
ご
本
人
ま
た
は
世
帯
員
の
う
ち
、

　
　

町
民
税
所
得
割
の
最
多
納
税
者
の
納
税

　
　

額
が
50
万
円
以
上
の
場
合
、
支
給
対
象

　
　

外
と
な
り
ま
す
。

2
、
補
装
具
及
び
日
常
生
活
用
具
の
給
付
対

象
品
目
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

①
補
装
具
か
ら
日
常
生
活
用
具
に
移
行
さ
れ
る
も
の

　
　

ス
ト
マ
用
装
具
、
紙
お
む
つ
、
頭
部
保
護
帽
、
補
助
歩
行
杖
（
一

　
　

本
杖
の
み
）、
点
字
器
、
人
工
喉
頭
、
収
尿
器

　

②
日
常
生
活
用
具
か
ら
補
装
具
に
移
行
さ
れ
る
も
の

　
　

重
度
障
害
用
意
思
伝
達
装
置

　

③
補
装
具
か
ら
廃
止
さ
れ
る
も
の

　
　

色
め
が
ね

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課　
　

 　
   

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

　

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課　
　

 　
　

℡

０
７
９
６
・
94
・
０
３
２
１

   

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課 　
　
　

   
℡

０
７
９
６
・
97
・
３
１
１
１

　
 発達障害児（者）に対する
　　　   療育手帳の交付について

　療育手帳の対象者に発達障害児（者）が加わりま
した。発達障害児（者）については、これまで療育
手帳の対象ではありませんでしたが、平成 18 年 4
月から療育手帳が交付されることになりました。

【問い合わせ先】
  役場健康福祉部福祉課 ℡0796・36・1111
  村岡地域局健康福祉課 ℡0796・94・0321
  小代地域局健康福祉課 ℡0796・97・3111

　不安がある人は、HIV 抗体検査を受けましょう。
HIV 感染者に特有の症状はなく、感染は血液検査に
よってはじめてわかります。健康福祉事務所（保健所）
ではプライバシーに配慮した匿名・無料検査や電話相
談を行っています。
【電話相談】
　日時：月～金曜日　9:00 ～ 17:30
　豊岡健康福祉事務所健康増進課
  豊岡市幸町 7-11　℡0796・26・3660

12 月 1 日は、世界エイズデー
Living Together　～私に今できること～

○
認
定
が
必
要
な
主
な
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
給
付
）

・
居
宅
介
護
（
身
体
の
介
護
、
家
事
の
援
助
）

・
短
期
入
所
（
宿
泊
を
伴
う
も
の
）

・
共
同
生
活
介
護
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
施
設
入
所
支
援

・
そ
の
他
（
行
動
援
護
、
療
養
介
護
、
生
活
介
護
な
ど
）

※
認
定
を
受
け
る
必
要
の
な
い
方

①
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
及
び
就
労
支
援
な
ど
の
訓
練
等
給
付
、
外
出
時
の

移
動
介
護
、
日
帰
り
の
短
期
入
所
事
業
を
利
用
さ
れ
る
方

②
18
歳
未
満
の
児
童
の
方
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ご
存
じ
で
す
か
？

　

美
方
郡
精
神
障
害
者
家
族
会
「
の
ぎ
く
家
族
会
」
と
の
ぎ
く
作
業
所

　

精
神
障
害
者
は
、
「
病
気
」
に
つ
い
て
地
域
社

会
か
ら
の
理
解
が
少
な
く
、
ま
た
精
神
障
害
者
を

抱
え
る
家
族
は
「
自
分
の
悩
み
を
話
す
こ
と
が
で

き
な
い
」
「
な
ぜ
自
分
の
家
族
だ
け
が
」
と
苦
し

み
や
孤
立
感
を
抱
き
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

の
ぎ
く
家
族
会
は
、
同
じ
精
神
障
害
者
を
抱
え

る
家
族
同
士
が
話
し
合
い
、
病
気
に
つ
い
て
学
び

合
い
な
が
ら
互
い
に
助
け
合
い
、
精
神
障
害
者
対

策
の
充
実
を
め
ざ
し
て
、
平
成
13
年
１
月
に
設
立

さ
れ
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
９
月
に
は
、
念
願
だ
っ
た
作

業
所
が
開
所
し
ま
し
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
作
業

所
を
目
指
し
、
当
事
者
・
家
族
と
も
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

●
の
ぎ
く
作
業
所
っ
て
？

　

美
方
郡
の
地
域
に
暮
ら
す
精
神
障
害
者
が
、
お

互
い
交
流
し
、
対
人
関
係
の
改
善
や
社
会
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
、
退
院
後
の
体
力
の
回
復
や
規
則

正
し
い
生
活
を
お
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
温
泉

町
三
谷
に
開
所
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
内
容

　

作
業
時
間
を
10
時
00
分
〜
15
時
30
分
と
し
て
１

日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
作
業
活
動
（
内
職
、

農
作
業
な
ど
軽
作
業
、
自
主
製
品
つ
く
り
）
、
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
季
節
の
行
事
や
各
種
研
修
会
等

へ
の
参
加
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
（
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
】

　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所
健
康
課

℡

０
７
９
６
・
82
・
３
１
６
１

　

県
産
木
材
（
県
内
で
生

産
さ
れ
、
県
内
の
製
材
工

場
で
加
工
さ
れ
た
木
製

品
）
を
利
用
し
て
住
宅
を

建
築
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー

ム
さ
れ
る
人
に
、
県
と
金

融
機
関
が
協
力
し
て
資

金
を
融
資
し
ま
す
。

●
融
資
対
象
者(

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当)

①
県
産
木
材
を
50
％
以
上
使
用
し
、
自
ら
居
住
す

る
た
め
の
木
造
住
宅
を
新
築
、
新
築
購
入
ま
た
は

増
改
築
す
る
人

②
県
内
の
居
住
す
る
住
宅
に
県
産
木
材
の
内
装
材

を
30
㎡
以
上
使
用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
人

●
融
資
限
度
額

①
新
築
・
増
改
築

県
産
木
材
使
用
割
合
が
50
％
以
上
60
％
未
満
▽

１
５
０
０
万
円
以
内

県
産
木
材
使
用
割
合
が
60
％
以
上

▽
２
０
０
０
万
円
以
内

②
リ
フ
ォ
ー
ム　

５
０
０
万
円
以
内

●
返
済
期
間

①
新
築
・
増
改
築
：
25
年
以
内

②
リ
フ
ォ
ー
ム　

：
10
年
以
内

●
そ
の
他

融
資
を
受
け
よ
う
と
思
う
方
は
、
金
融
機
関
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
融
資
の
審
査
は
金
融
機
関
が
行

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
農
林
水
産
部
林
務
課

　
　

℡

０
７
８
・
３
４
１
・
７
７
１
１

但
馬
県
民
局
豊
岡
農
林
振
興
事
務
所　

℡

０
７
９
６
・
26
・
３
６
９
９

 

兵
庫
県
産
木
材
利
用

　

           

木
造
住
宅
特
別
融
資
制
度
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福
祉
村
ふ
れ
あ
い
ぽ
っ
か
ぽ
っ
か
ま
つ
り
（
香
住
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

＆
村
岡
福
祉
ま
つ
り
（
村
岡
区
）

　
　
　

助
け
合
い
の
心
を
育
む

Town News
まちの出来事

　

10
月
15
日
、
香
住

区
で
町
内
駅
伝
大
会

が
開
催
さ
れ
（
写
真

上
）、
町
内
の
19
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
香
住

区
大
梶
か
ら
境
の
香

住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
全
長
約

17
㎞
の
コ
ー
ス
を
6

人
で
走
り
抜
け
ま
し

た
。
総
合
優
勝
は
、

佐
津
谷
ム
ー
ミ
ン
ズ

Ａ
チ
ー
ム
で
通
算
11

回
の
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
10
月
22
日
、

村
岡
区
福
岡
の
兎
塚
中

学
校
周
辺
コ
ー
ス
で
、

第
19
回
但
馬
村
岡
ミ
ニ

ミ
ニ
駅
伝
大
会
が
行
わ

れ
（
写
真
下
）、
一
般

男
子
か
ら
小
学
女
子
ま

で
の
6
部
門
に
町
内
外

か
ら
計
80
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。
町
内

チ
ー
ム
の
成
績
は
、
小

学
男
子
の
部
で
な
め
ん

な
兎
塚
チ
ー
ム
が
3

位
、
小
学
女
子
の
部
で

射
添
女
子
Ａ
チ
ー
ム
が

2
位
、
村
岡
ウ
ル
フ

チ
ー
ム
が
3
位
と
健
闘

し
ま
し
た
。　

 

第
36
回
町
内
駅
伝
大
会
（
香
住
区
）

　
　

＆
第
19
回
但
馬
村
岡
ミ
ニ
ミ
ニ
駅
伝
大
会
（
村
岡
区
）

 
た
す
き
で
つ
な
ぐ
、
チ
ー
ム
の
闘
志

　

10
月
14
日
、
心
地
よ
い
秋
晴
れ
の
下
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
香
住
区
と
村
岡
区
で
福
祉
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
香
住
区
で
は
、
み
な
と
保
育
園
の
園
児

に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い
合
唱
の
ほ
か
救
命
救
急
講
座
や
バ
ザ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
岡
区
で
は
、
点
字
、
手
話
な
ど
を

体
験
し
て
い
く
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
コ
ー
ラ
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
岡
福
祉
ま
つ
り
に
親
子
で
参
加
し
た
宅
見
洋ひ

ろ

こ子
さ
ん
は
、

点
字
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
ど
も

さ
ん
た
ち
を
見
て
、「
車
椅
子
の
大
変
さ
を
学
ん
だ
り
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た

ら
…
」
と
子
供
さ
ん
へ
の
期
待
を
語
り
ま
し
た
。
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10
月
20
日
、
長
井
小
学

校
で
、
地
域
の
お
年
寄
り

に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、
交
流

を
深
め
る
『
祖
父
母
に
学

ぶ
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
の
前
に
6
年
生
で

児
童
会
長
の
須
川
恵え

り梨
さ

ん
は
「
学
農
園
で
収
穫
し

た
お
米
や
わ
ら
が
お
は
ぎ

や
お
飾
り
に
変
身
す
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
お
年
寄
り
22
人
に
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。
1
年
生
か

ら
3
年
生
は
縄
な
い
を
し
、

4
年
生
と
5
年
生
は
輪
飾
り

を
作
り
、
6
年
生
は
全
校

生
徒
分
と
お
世
話
に
な
っ

た
お
年
寄
り
へ
の
お
礼
と

し
て
き
な
こ
の
お
は
ぎ
作

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
室
な
ど
で
行
わ
れ
、
児

童
ら
は
参
加
し
た
お
年
寄

り
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
な

が
ら
、
熱
心
に
作
っ
て
い

ま
し
た
。

 

長
井
小
学
校　

『
祖
父
母
に
学
ぶ
会
』

 

お
じ
い
さ
ん
、
ぼ
く
に
も
教
え
て
ー

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

 

10
月
29
日
、
小
代

区
大
谷
の
温
泉
保
養

館
お
じ
ろ
ん
駐
車
場

一
帯
で
、
美
方
町
商

工
会
が
主
催
す
る
第

８
回
小
代
特
産
味
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
無

料
配
布
で
長
蛇
の
列

が
で
き
て
い
た
ス
ッ

ポ
ン
雑
炊
を
は
じ
め
、
ス
ッ

ポ
ン
や
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
か

ら
揚
げ
、
美
方
大
納
言
ぜ

ん
ざ
い
、
と
ち
餅
、
イ
モ

煮
鍋
な
ど
小
代
区
の
秋
の

味
覚
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

小
代
区
神
水
か
ら
来
て

い
た
桑
原
将
彦
さ
ん
は
、

「
ス
ッ
ポ
ン
は
小
代
に
い
て

も
普
段
は
な
か
な
か
食
べ

ら
れ
な
い
。
雑
炊
は
い
い

だ
し
が
出
て
い
て
お
い
し

い
で
す
よ
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
魚
す
く
い
の
要

領
で
ス
ッ
ポ
ン
の
稚
亀
を
す

く
う
第
２
回
ス
ッ
ポ
ン
す
く

い
大
会
で
は
、
歓
声
が
飛
び

交
う
中
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

豪
華
商
品
を
目
指
し
真
剣
な

表
情
で
ス
ッ
ポ
ン
に
挑
ん
で

い
ま
し
た
。

 

第
８
回
小
代
特
産
味
祭
り

  

小
代
の
お
い
し
い
秋
、
み
ぃ
つ
け
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
代
区
）

　

10
月
8
日
、
村
岡

区
長
板
で
、
江
戸
時

代
中
期
か
ら
伝
わ
る

郷
土
芸
能
の
囃
子
込

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
元
の

青
年
が
女
装
し
た
花

嫁
行
列
が
、
子
ど
も

み
こ
し
な
ど
と
と
も

に
集
落
内
を
練
り
歩

き
、
五
穀
豊
穣
を
祝

い
子
孫
繁
栄
を
祈
願

す
る
秋
祭
り
の
余
興

で
、
所
々
で
般
若
と

獅
子
の
芝
居
も
行
わ

れ
、
沿
道
の
観
客
を

沸
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
22
年
か
ら
途
絶
え
て
い
た
こ
の
伝
統
行
事
を
、

地
区
の
融
和
と
活
性

化
を
目
指
し
、
地
元

青
壮
年
部
が
平
成
3

年
に
見
事
に
復
活
さ

せ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
悠ひ
さ
ひ
と仁

親

王
の
ご
誕
生
と
国
体

開
催
を
記
念
し
、
初

婚
組
と
以
前
に
新
郎

新
婦
を
経
験
し
た
２

人
が
演
じ
る
再
婚
組

も
登
場
し
、
に
ぎ
や

か
な
祭
り
と
な
り
ま

し
た
。

  
郷
土
伝
統
芸
能
「

郷
土
伝
統
芸
能
「
囃囃は

や

し

こ

は

や

し

こ

子
込
子
込
み
」
み
」

  
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
は
、
だ
ー
れ
？

べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
は
、
だ
ー
れ
？　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
村
岡
区
長
板
）

　
　
　
　
　

（
村
岡
区
長
板
）
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▽パートほか（正社員以外）

事業所名 職種 年齢 人
数

スナックふれあい 接客業 20～ 55 1

㈱トヨダ 販売（ｲｰﾄﾊﾞﾘｭｰ香住店） 不問 3

㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ西日本
福知山メンテック 駅員 20～ 40 2

日本通運㈱
豊岡支店香住営業所 受付業務 不問 3

社会福祉法人
香美町社会福祉協議会

ディサービス介護員 不問 1

Gホーム看護師 不問 1

日本調剤㈱大阪支店 薬剤師(香住区）22～ 45 1

( 有 ) かどや 旅館及び
食事処の接客係 18～ 55 2

㈱蔵平水産 製造包装員 20～ 60 2

( 有 ) 鎌清商店 カニ加工員 60以下 2

( 有 ) さだ助 食品加工 不問 2

( 有 ) もりひろ商店 水産加工員 不問 1

( 有 ) 三七十 雑役 不問 1

( 有 ) アイ・ティー
飲食業接客 不問 2

飲食業調理師見習 不問 2

入江精密工業 ( 有 ) アルミ部品の検査及び軽作業 不問 1

㈱ナカケー レジ部（村岡店） 不問 2

北但西部森林組合 林業 不問 10

㈱入江産業 アルミ部品の検
査及び軽作業 20～ 45 1

㈱コメリハードアン
ドグリーン村岡店

販売員(ｱﾙﾊﾞｲﾄ ) 45 以下 2

販売員（パート）45以下 2

村岡日石㈱ 給油・洗車ｽﾀｯﾌ 不問 2

◆みんなの手で悪質な右翼団体などを締めだそう◆ 　美方警察署 ℡0796･82･0110

こんにちは、赤ちゃんお誕生

▽正社員

事業所名 職種 年齢 人
数

森工匠 大工 (見習可） 20～ 25 1

宮崎水道設備 給排水衛生設備配管工 不問 1

㈱株本産業 採石業業務管理者 不問 1

日本調剤㈱大阪支店 薬剤師(香住区）22～ 45 1

新日本ガード ( 有 ) 交通誘導警備員 不問 5

( 有 ) かどや ｽｷｭｰﾊﾞﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞｼｮ
ｯﾌﾟ及び旅館接客 18～ 35 2

㈱蔵平水産 製造包装員 18～ 60 2

マルカツ水産㈱ 工場管理者 30以下 1

( 有 ) もりひろ商店 水産加工員 不問 1

( 有 ) 三七十 調理師見習 不問 1

( 有 ) アイ・ティー
飲食業調理師見習 不問 2

飲食業接客 不問 2

入江精密工業 ( 有 ) 機械加工（ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ） 不問 2

村岡日石㈱ ガソリンスタン
ドの販売員 不問 2

( 有 ) 井口建設 土木作業員 不問 3

㈱田野工務店 営業 不問 1

求人情報
ハローワーク香住（職業安定所）

℡0796・36・0137 （平成18年 10月 20日現在、順不同）

◆事業所得者の決算説明会◆
　平成 18年分の申告所得税の確定申告
に向けた決算説明会を開催します。▲

開催日程　

日時 場所
12/ 6（水）10:00 ～ 村岡町商工会館

14:00 ～ 美方町商工会館
12/ 8（金）14:00 ～ 香住文化会館

▲

問い合わせ先
豊岡税務署個人課税第 1部門　　　　
　　　　　　　　　　℡0796･22･2144

※このコーナーは、先月（10/1 ～ 10/30）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（10/1 ～ 10/30）の届出分の内、承諾を得た
方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

▽パートほか（正社員以外）

事業所名 職種 年齢 人
数

清水工業 ( 有 ) 溶接工 不問 1

( 有 ) 北近畿環境開発 運転手 不問 1

森工匠 大工 ( 見習可） 20～ 25 1

㈱ライフアート 縫製・裁断 50以下 2

◆年末調整説明会催◆▲

開催日程等

日時 場所
11/21（火）10:00 ～ 但馬地場産ビル

（豊岡市大磯町）13:30 ～
11/22（水）13:30 ～ 新温泉町浜坂多目的集会施設
11/28（火）13:30 ～ 香住文化会館

▲

問い合わせ先
豊岡税務署法人課税第 1部門

℡0796･22･2344

◆農業所得の収支計算
・決算説明会◆

　～農業所得を水稲所得標準等で
　申告されていた農家の皆さんへ～
　平成 18 年分以降は、水稲所得標準
等は作成されないので、すべて「収
支計算」による申告となります。▲

開催日程　

日時 場所
12/1（金）14:00 ～ 香住文化会館
12/4（月）10:00 ～ 小代区総合センター

14:00 ～ 村岡老人福祉センター
※いずれも説明時間は 2時間程度です。▲
問い合わせ先
豊岡税務署個人課税第 1部門

℡0796･22･2144

◆但馬地区幼稚園ＰＴＣＡ講演会
香美町まちづくり講演会◆

　まちづくりは人づくり。香美町が合併して１年が経過し、本格的
なまちづくりを進めていく中で、今回は、ソウルオリンピック シン

クロ・デュエットの銅メダリスト 田中ウルヴェ 京
みやこ

さんをお迎えして、
講演会を開催します。参加料は無料です。▲

演　題　「生きることのすばらしさ」▲

講　師　田中 ウルヴェ 京 さん
　　　　　メンタルスキルコンサルタント
　　　　　日本大学医学部講師
　　　　　㈱ＭＪコンテス取締役▲

と　き　１１月１８日（土）
　　　　　１３：００～１５：００▲

ところ　香住区中央公民館　文化ホール▲

問い合わせ先　
　   　 役場総務部企画課　 ℡0796･36･1111

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。



募　　集

◆町営住宅入居者◆▲

募集住宅　
・大谷第 1住宅第 1号（小代区）

2階建 1戸
3LDK、62.6㎡
バス・トイレ付
家 賃 ･･･11,500 円
～ 33,400 円

・川会住宅 第 2号（村岡区）
平屋建 1 戸
3DK、44.9㎡
バス・トイレ付
家賃 ･･･5,800 円～
17,000 円（共益費

等は別途徴収）▲

敷金　家賃の３ヵ月分▲

入居時期　12 月下旬▲

入居条件（次のすべての要件に該当する人）
・入居基準所得を超えない人（基準
所得は世帯構成により異なります）
・町税に滞納がない人
・現に住宅に困窮している人
・重複申し込み不可
・そのほかの条件は申し込み時に説明▲

申込期限　11 月 22 日（水）
（申し込みが多数の場合は抽選）▲

問い合わせ（申し込み）先
役場建設部建設課

℡0796・39・2058

開　　催

そ の 他
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◆主な施設の連絡先◆

公立香住総合病院　　　　   36・1166
公立村岡病院　　　　　　   94・0111
香住地域福祉センター　　　36・4345
香住老人福祉センター　　　36・5008
村岡老人福祉センター　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター97・2202
　　　（全ての施設の市外局番：0796）

香美町役場本庁舎　　　   　　36・1111
　〃　　　南庁舎（建設課）　 39・2058
　〃　　　　〃   （下水道課）39・2053
　〃　　　村岡地域局　　　   94・0321
　〃　　　小代地域局　　　   97・3111
香美町教育委員会　　　　　   94・0101
　　　〃　　　　香住分室　   36・3764
　　　〃　　　　小代分室　   97・3966    

◆香住都市計画道路変更案の縦覧◆▲

と　き
12月 5日（火）～12月 19日（火）
（平日の執務時間内）▲

内　容　
境線（県決定）及び香住一日市線（町
決定）の廃止、境香住線（県決定）
及び香住線（町決定）の一部区域の

◆11月は、児童虐待防止推進月間◆
～あなたの「もしや？」が子どもを救う～
　児童虐待（身体的虐待・性的虐待・
保護の怠慢や拒否・心理的虐待など）
を発見した方は、児童相談窓口に通
告して下さい。通告者の秘密は守ら
れます。（休日・夜間も受け付けます）▲

児童相談窓口
役場健康福祉部福祉課

　　　　℡0796・36・1111
村岡地域局健康福祉課　　

℡0796・94・0321
小代地域局健康福祉課　　

℡0796・97・3111

◆個人事業税の納税◆
　個人事業税は、所得税、住民税と
は別に個人で事業を行う方にかかる
税です。個人事業税の第 2期分の納
期限 11 月 30 日（木）までに、最
寄りの銀行等の金融機関・郵便局で
納めましょう。
　また、納税には便利な口座振替制
度をご利用ください。▲

問い合わせ先
豊岡県税事務所

　　　　　 ℡0796・26・3628
役場総務部税務課

　　　　　　℡0796・36・1111

◆女性の人権ホットライン強化週間◆
　夫やパートナーからの暴力、職場で
の男女差別やセクシュアル・ハラスメ
ント、ストーカーなどで困っている女
性のために、女性の人権擁護委員や法
務局職員などが電話相談に応じます。▲

と　き
11 月 13 日（月）～ 19 日（日）
8:30 ～ 19:30
ただし、土 ･日曜日は 10:00 ～ 17:00▲

相談電話番号　℡0570･070･810▲

問い合わせ先
神戸地方法務局人権擁護課　　

　　　　℡078･392･1821

◆「土木の日」ウォーキング in 味原川◆
　歴史ある味原小径の秋の風景を楽
しみながら、味原川総合流域防災工
事を見学。防災事業の重要性を学ぶ。
参加は無料。参加賞は防災グッズ。▲

と　き
11 月 18 日（土）12：30～▲

ところ
新温泉町浜坂県民サンビーチ駐車場
に集合（コース延長：約 4km）▲

問い合わせ先
新温泉土木事務所味原川ウォーキング係

℡0796･82･3141

けいじばん
変更。なお、縦覧期間中に案に対す
る意見書を提出することができます。▲

縦覧・問い合わせ・意見書の提出先
・町決定及び県決定分
役場建設部建設課

℡0796・39・2058
･ 県決定分
兵庫県県土整備部まちづくり局都市計画課

　神戸市中央区下山手通5-10-1
　〒650-8567　　℡078・341・7711

◆ミュージカルショー
「ピーターパンとフック船長」◆▲

と　き
11 月 25 日（土）13：30（13:00 開場）▲

ところ
村岡老人福祉センター▲
その他

12:30 と 15:00 の 2 回、会場前で子ども
用品のフリーマーケットを開催します。▲

問い合わせ先
高井子育て・子育ち支援センター

℡0796･94･0402

◆北但地域環境フォーラム◆
～みんなで考えよう、ごみのこと～▲

と　き
12 月 2日（土）14：00 ～ 16：30▲

ところ
豊岡市民会館文化ホール（入場無料）▲

内　容
・基調講演『循環型社会を目指して、
我が国からアジアへ、世界へ』

講師：由
よし だ ひ で と

田秀人（環境省廃棄物対策
部長、香美町村岡区出身）
・パネルディスカッション▲

問い合わせ先
北但行政事務組合 ℡0796･24･5504
役場健康福祉部町民課

 ℡0796･36･1111
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ク
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わ
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。
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ら
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す
。
な

ぜ
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庭
や
地
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の
人
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が
軽

薄
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
た
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は
、〝
い
い
子
〞
を
演
じ
、
机

に
向
か
っ
て
進
学
の
た
め
の
勉
強
に
大
半
の

時
間
を
費
や
し
、
そ
の
背
中
を
見
て
わ
れ
わ

れ
大
人
は
「
こ
の
子
は
よ
く
勉
強
す
る
」
と

満
足
す
る
。
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
ど
こ
か

に
忘
れ
て
。
人
と
人
と
の
交
流
を
ま
ず
家
庭

内
か
ら
見
直
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

（
今
西
）

まちのうごき
（平成 18年 10 月 1日現在）

合　計　22,325 人（－ 20）

　男　　10,640 人（－ 11）

　女　　11,685 人（－  9）

世帯数  6,951 世帯（－  4）
カッコ内は前月比

この広報誌は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙 100％を使用しています。
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★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町
色
八
は っ た ん だ き

反滝
秋

　小代区新屋にある八反滝
は、矢田川水系で一番高く
約 32m あり、反物の 8 反
分に相当することでその名
がついたといわれていま
す。また、約 2500 年前の
鉢伏山の火山活動でできた
安山岩の平原が激しく侵食
されてできたともいわれて
います。鉢伏山から流れ出
た水は、この八反滝で急落
し新屋地区の集落を潤し矢
田川に注いでいます。
　秋も深まると、滝つぼ付
近のトチの木や滝の上方の
イチョウ、ブナなどがだい
だい色や黄色に色づき、常
緑樹とともに鮮やかな色彩
を見せてくれます。紅葉の
見頃は 11 月の初旬です。
　国道 482 号から県道養父
小代線を経て、南部健康高
原コテージ村手前を左に林
道野間線に入って間もなく
右手に見えてきます。この
林道野間線は、鉢伏山の大
幹線林道、野間峠まで通じ
ています。沿道にはススキ
が茂り、秋深まる山々の色
づきも大変きれいです。途
中に小代の谷を一望できる
場所もあり、景色のよい林
道です。見晴らしもよく秋
の行楽にはいい場所です
が、この時期クマにはご注
意を。

 急峻な山あいに注ぐ矢田川流域で最大の滝

町指定文化財
( 昭和 56 年 3月 30 日 )

至国道 9 号

至鳥取

秋岡

南部健康高原
コテージ村

●ミ
カタ

スノ
ーパ
ーク新屋

八反滝

大幹
線林
道

国
道
48
2 号

●ハチ北
　　スキー場

●鉢伏山（1221m）

林道
野間
線

るま深

野間峠手前から林道野間線を振り返る

滝を見守るトチ 滝つぼに浮かぶ落ち葉


